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第１ 児童相談所の概況 
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１ 豊島区の基本情報 [としまの統計] 

（１）世帯数・人口等（令和８年１月１日現在） 

総世帯数 １８９，８８２ 世帯 

人  口 ２９６，１２９ 人 

 （日本人住民２５７，５４５人、外国人住民３８，５８４人） 

児童人口※ ３０，７５８ 人（男１５，６９０人、女１５，０６８人） 

面  積 １３．０１ ㎢ 

※児童人口とは、０歳から１８歳未満の人口のことです。 

 人口に占める児童人口（児童人口率）は１０.４％です。 
 

 
 

（２）外国人住民数の推移（１月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 令和８年

外国人住民数 26,458 24,200 28,933 32,732 36,360 38,584

日本人住民数 260,842 259,142 259,771 258,918 258,284 257,545

世帯数 178,637 176,253 181,268 184,969 188,094 189,882
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（３）児童人口（１月１日現在） 
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15-17歳
12-14歳
9-11歳
6-8歳
3-5歳
0-2歳

(人)

令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 令和８年

15-17歳 4,324 4,351 4,587 4,736 4,931 5,020

12-14歳 4,648 4,703 4,840 4,932 5,052 5,232

9-11歳 4,893 4,947 5,158 5,223 5,316 5,307

6-8歳 5,266 5,337 5,348 5,374 5,323 5,241

3-5歳 5,703 5,558 5,512 5,296 5,143 4,973

0-2歳 5,737 5,475 5,461 5,270 5,078 4,985

男 15,478 15,428 15,675 15,656 15,651 15,690

女 15,093 14,943 15,231 15,175 15,192 15,068

合計 30,571 30,371 30,906 30,831 30,843 30,758

△0.65% 1.10% 0.85% 0.89% 0.61%令和３年と比較した増加率
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２ 児童相談所の所在地等 

  所 在 地  東京都豊島区長崎３－６－２４ 

  所管区域  区全域 

  開設年月日  令和５年２月１日 

  電  話  ０３－６７５８－７９１０ 

  アクセス  西武池袋線 東長崎駅北口より徒歩７分 

           〃   椎名町駅北口より徒歩８分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈施設外観と内観〉 
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３ 豊島区児童相談所の設置経緯 

近年、子育て環境の問題が複雑化していることから、深刻な児童虐待事件は後

を絶たず、児童虐待等の相談対応件数も年々増加傾向にあります。このようなな

か、児童相談行政に対してきめ細やかな対応が求められるようになり、平成 28 年

に児童福祉法が改正され、特別区においても児童相談所を設置することが可能と

なりました。 

豊島区は基礎自治体ならではの地域に根差した、より切れ目のないきめ細やか

な対応や支援を実現するため、令和５年２月１日に児童相談所を設置しました。 

豊島区児童相談所は、併設されている長崎健康相談所とともに、「豊島区の子ど

もは豊島区が守る」体制づくりを進めています。 

 

時期 できごと 

昭和６１年２月１９日 「都区制度改革の基本的方向」の中で、児童

相談所に関する事務の移譲を都区で合意 

平成２０年６月２６日 第１３回都区のあり方検討委員会幹事会にお

いて、児童相談所設置などに関する事務につい

て区へ移管する方向で検討することで一致 

平成２４年２月１３日 児童相談所のあり方等児童相談行政に関する

検討会を設置 

平成２５年１１月１５日 区長会総会で、区側で検討した「特別区児童相

談所移管モデル」を了承 

平成２８年６月３日 児童福祉法等の一部を改正する法律が公布 

平成２９年４月１日 改正児童福祉法の施行 

児童相談所設置自治体の拡大（特別区も政令の

指定を受けることにより、児童相談所の設置が

可能とされる。） 

令和４年６月１４日 豊島区を児童相談所設置市に指定する政令の

閣議決定 

令和４年１０月２４日 豊島区児童相談所設置条例の公布 

（令和５年２月１日施行） 

令和５年２月１日 豊島区児童相談所開設 
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４ 組織及び職員（令和８年４月１日時点） 

（１）組織 

 

 

 

（２）職員配置状況 

 

 

管 理 グ ル ー プ

社 会 的 養 護 推 進 グ ル ー プ

心 理 指 導 グ ル ー プ

一 時 保 護 グ ル ー プ保 育 支 援 担 当 課 長

児 童 相 談 課 相 談 ・ 調 整 グ ル ー プ

児 童 福 祉 グ ル ー プ

家 庭 養 護 グ ル ー プ子ども家庭支援センター

一 時 保 護 担 当 課 長

保 育 課

子 ど も 家 庭 部

児 童 相 談 所

子 ど も 若 者 課

子 育 て 支 援 課

 

 

常勤職員 会計年度任用職員

30 30 0

2 2 0

2 1 1

5 3 2

管理業務支援員 1 0 1

福祉業務専門員 6 0 6

学習指導員 3 0 3

用務員 2 0 2

夜間支援員 10 0 10

61 36 25

会計年度
任用職員

合計

配置数
内訳

児童指導

栄養士

心理療法担当

看護師

一時保護所

常勤職員 会計年度任用職員

1 1 0

2 2 0

28 28 0

12 12 0

1 1 0

9 9 0

児童相談所支援事務職員 1 0 1

電話受付相談員 2 0 2

虐待対応強化専門員 2 0 2

虐待対応協力員 8 0 8

児童相談所業務事務員 3 0 3

里親養育専門員 1 0 1

70 53 17

内訳

所長

課長

児童福祉司

児童心理司

保健師

児童相談所 配置数

事務

合計

会計年度
任用職員
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（３）児童相談所の分掌事務 

 

分　類 内　容

１.課の庶務に関すること 1.文書の受発及び保管に関すること

2.公印の管守に関すること

3.予算、決算及び経理に関すること

4.統計及び諸報告に関すること

5.課内の調整に関すること

6.物品の調達に関すること

7.広報に関すること

8.その他一般庶務に関すること

2.児童相談所の維持管理に 1.児童相談所及び一時保護所の施設の維持管理に関すること

　関すること

1.児童入所施設の措置費等 1.措置費等の支払いに関すること

　に関すること 2.本人又はその扶養義務者の負担能力の認定及び費用の徴収

　に関すること

3.国庫負担金及び補助金に関すること

4.東京都からの補助金に関すること

1.児童等の相談に関すること 1.児童又は保護者等からの相談等の受理に関すること

2.関係機関からの通告の受理に関すること

2.児童等に係る調査及び指 1.児童の安全確認に関すること

　導に関すること 2.初期調査及び対応に関すること

3.関係機関からの照会等に関すること

1.児童の措置に関すること 1.児童又は保護者等への指導に関すること

2.児童の入所措置等に関すること

2.関係機関との連絡調整に 1.施設入所の調整等に関すること

　関すること 2.関係機関との情報共有等の連携に関すること

3.障害児入所施設の利用契 1.障害児入所給付費の受給者証の発行等に関すること

　約に関すること 　（障害福祉課の所管に属するものを除く。）

1.養育家庭及び特別養子 1.社会的養育の推進に関すること

　縁組里親に関すること 2.里親の登録に関すること

　（子育て支援課の所管に属するものを除く。）

3.里親の研修に関すること

4.里親家庭の支援に関すること

5.里親制度の普及啓発に関すること

1.児童の心理診断、指導、 1.子ども及び保護者等への心理診断、心理ケア（治療・指導）

　ケア及び医学診断に関す 　に関すること

　ること

2.愛の手帳（療育手帳）及 1.愛の手帳（療育手帳）の申請受理、判定及び進達に関する

　び特別児童扶養手当の判 　こと

　定に関すること 2.特別児童扶養手当の判定に関すること

3.親子支援プログラムに関 1.家族再統合のための援助事業

　すること 2.保護者カウンセリングに関すること

4.虐待カウンセリング事業 1.医師による保護者のアセスメントに関すること

　に関すること

1.一時保護所の運営・庶務 1.一時保護所の運営及び施設の維持管理に関すること

　に関すること 　（管理グループの所管に属するものを除く。）

2.一時保護児童の権利擁護に関すること

2.一時保護児童の入所等に 1.一時保護児童の安全管理に関すること

　関すること 2.一時保護児童の学習及び余暇に関すること

3.一時保護児童のアセスメントに関すること

3.一時保護所の給食・食育 1.一時保護児童の栄養管理に関すること

　に関すること 2.一時保護児童への食事の提供及び食事を通した学習機会の

　提供に関すること

管理
グループ

相談・調整
グループ

心理指導
グループ

一時保護
グループ

社会的養護推進
グループ

児童福祉
グループ

家庭養護
グループ
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５ 児童相談所で取り扱う相談・援助等 

（１）相談の種類 

相談区分 内容 

養護相談 
虐待相談、養育困難（保護者の家出、失踪、死亡、

離婚、入院、就労、服役等）、迷子に関する相談 

保健相談 一般的健康管理に関する相談（乳児、早産児等） 

障害相談 

知的障害相談（療育手帳の相談を含みます。）、こ

とばの遅れ相談、肢体不自由相談、重症心身障害相

談などの障害に関する相談 

非
行
相
談 

ぐ犯行為※1等相談 

虚言癖、金銭持ち出し、浪費癖、家出、浮浪、暴

力、性的逸脱等のぐ犯行為、問題行動のある児童、

警察署からぐ犯少年として通告のあった児童等に関

する相談 

触法行為※2等相談 

触法行為があったとして、警察署からの児童福祉法

第 25 条による通告及び少年法第 6条の 6により送

致のあった児童、犯罪少年※3に関して家庭裁判所か

ら送致のあった児童等に関する相談 

育
成
相
談 

不登校相談 
学校、幼稚園、保育所に登校（園）できない、して

いない状態にある児童に関する相談 

性格行動相談 

友達と遊べない、落ち着きがない、内気、緘黙※4、

家庭内暴力、生活習慣の著しい逸脱等性格又は行動

上の問題を有する児童に関する相談 

しつけ相談 家庭内における幼児のしつけ、遊び等に関する相談 

適性相談 学業不振、進学、就職等の進路選択に関する相談 

ことばの遅れ相談

（家庭環境） 

ことばの遅れを主訴とする相談で、家庭環境等言語

環境の不備等によると思われる児童に関する相談 

その他の相談 措置変更、在所期間延長に関する相談等 

里親に関する相談 
養育家庭、養子縁組里親、専門養育家庭、親族里親

としての養育を希望する方からの相談 

※1 ぐ犯行為：保護者の正当な監督に服しない性癖のあることなど一定の事由があって、そ

の性格又は環境に照らして、将来罪を犯す又は刑罰法令に触れるおそれのあ

る少年の行為 

※2 触法行為：１４歳未満で刑罰法令に触れる行為 

※3 犯罪少年：少年罪を犯した１４歳以上２０歳未満の少年 

※4 緘
かん

  黙
もく

：話す能力があるにもかかわらず、心理的原因等で、学校等の特定場面又は生

活全般で話さない状態 
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（２）援助の種類 

   ※法：児童福祉法、虐待防止法：児童虐待の防止等に関する法律 

《措置によるもの》 

区分 内容 

訓戒・誓約書の提出 

（法第 27 条第 1項第 1号） 

誓約書の提出は、注意を与えるだけでは足り

ない場合に、児童又は保護者に再び同じよう

な問題行動をしないと約束させ、書類を提出

させる。 

児童福祉司指導 

（法第 26 条第１項第 2号） 

（法第 27 条第１項第 2号） 

（虐待防止法第 11 条第 1項） 

・家庭環境に起因する複雑な問題を有する児

童等、援助に専門的知識、技術を要するケー

スに対して、来所又は家庭訪問等の方法に

より継続的に行う指導 

・児童虐待を行った保護者に対して行う指導 

児童委員指導 

（法第 27 条第１項第 2号） 

問題が家庭環境にあり、児童委員による家族

間の人間関係の調整等により解決すると考え

られるケースについて、児童委員に指導を依

頼する。 

福祉事務所送致等 

（法第 26 条第 1項第 4号） 

（法第 63 条の 2） 

（法第 63 条の 3） 

・知的障害者福祉司又は社会福祉主事による

指導が適当な場合 

・助産施設、母子生活支援施設、保育所への入

所措置を要すると認められる場合 

・15 歳以上の児童について、障害者総合支援

法による障害者支援施設の入所が適当であ

る場合、障害者のみを対象とするサービス

の利用が適当である場合 

里親委託 

小規模住居型児童養育事業委託 

（法第 27 条第１項第 3号） 

児童の養育を主たる目的とする「養育里親」又

は養子縁組を目的とする「養子縁組里親」、若

しくは小規模住居型児童養育事業を行う者等

に委託する。 

児童福祉施設等入所 

（法第 27 条第１項第 3号） 

（法第 27 条の 2） 

（法第 31 条） 

乳児院、児童養護施設、障害児入所施設、児童

自立支援施設等に入所させる。 
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区分 内容 

指定発達支援医療機関委託 

（法第 27 条第 2項） 

国立高度専門医療センター及び独立行政法人

国立病院機構の設置する医療機関であって厚

生労働大臣の指定するものに、児童を委託す

る。 

家庭裁判所送致 

（法第 27 条第１項第 4号） 

（法第 27 条の 3） 

家庭裁判所の審判に付することが適当である

児童、強制的措置を必要とする児童等を家庭

裁判所に送致する。 

家庭裁判所家事審判請求 

（法第 28 条） 

（法第 33 条第 14 項） 

（法第 33 条の 6の 4） 

（法第 33 条の 7） 

（法第 33 条の 8） 

（法第 33 条の 9） 

児童福祉施設等の入所承認及び更新の請求、

親権喪失審判請求（民法第 834 条）、親権停止

の審判請求（民法第 834 条の 2）、管理権喪失

審判請求（民法第 835 条）、未成年後見人選任・

解任（民法第 846 条）、親権者の意に反する一

時保護の 2 か月を超えることの承認、特別養

子適格の確認請求等の請求を行う。 

 

 

 《措置によらないもの》 

区分 内容 

助言指導 

（法第 11 条第１項第 2号ニ） 

助言、情報提供等により、日常生活の中で、児

童の有する問題が解決されると考える場合の

指導。療育手帳（愛の手帳）の判定、電話相談

による助言など。 

継続指導 

（法第 11 条第１項第 2号ニ） 

児童、保護者等を児童相談所に通所させ、ある

いは必要に応じ訪問する等の方法により、継

続的にソーシャルワーク、心理療法、カウンセ

リング等を行う。 

他機関あっせん・紹介 

（法第 11 条第１項第 2号ニ） 

児童相談所の持つ機能以外の対応について、

他の関係機関をあっせん・紹介する。 

児童自立生活援助 

（法第 33 条の 6） 

義務教育終了後、児童自立支援施設等を退所

した児童又はその他の児童で、自立を図るた

め必要な場合において、その児童から申込が

あったときは児童自立生活援助事業を行う者

に委託して社会的自立に向けた援助を行う。 

 

-10-



（３）その他 

  児童相談所での調査等において法に定められているもの 

区分 内容 

意見付与 

（法第 24 条の 3第 3項） 

障害児施設給付費の要否の決定に際し、児童相

談所長の意見を付与する。 

立入調査 

（法第 29 条） 

（虐待防止法第 9条第１項） 

保護者の児童虐待等の場合の措置をとるため必

要があると認めたときは、児童委員、児童福祉

司等は、児童の住所等に立入、必要な調査又は

質問をすることができる。 

正当な理由がなく立入調査を拒否する等の職

務妨害等に対しては、罰則規定がある。（法第 61

条の 5第 2項） 

一時保護・一時保護委託 

（法第 33 条） 

（虐待防止法第 8条） 

児童相談所長は必要と認めるときは、児童の安

全を確保し適切な保護を図るため、又は児童の

心身の状況、その置かれている環境やその他の

状況を把握するため児童を一時保護し、また里

親や児童福祉施設等に一時保護委託すること

ができる。 

面会・通信の制限 

（虐待防止法第 12 条） 

虐待を受けた児童への保護者の面会又は通信を

制限することができる。 

接近禁止命令 

（虐待防止法第 12 条の 4） 

児童虐待を受けた児童について施設入所等の措

置が採られ、かつ当該児童虐待を行った保護者

について、児童虐待の防止及び児童虐待を受け

た児童の保護のため特に必要があると認めると

きは、6 月を超えない期間を定めて、当該保護

者に対し、当該児童の住所若しくは居所、就学

する学校その他の場所において当該児童の身辺

につきまとい、又は当該児童の住所若しくは居

所、就学する学校その他その通常所在する場所

の付近を徘徊してはならないことを命ずること

ができる。 

所長の親権代行 

（法第 33 条の 8第 2項） 

児童相談所長は、未成年後見人の選任の請求に

係る児童等に対し、親権を行う者又は未成年後

見人があるに至るまでの間、親権を行う。 
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区分 内容 

出頭要求 

（虐待防止法第 8条の 2） 

児童虐待が行われているおそれがあると認めら

れるときは、当該児童の保護者に対し、当該児

童を同伴して出頭することを求め、児童委員又

は児童の福祉に関する事務に従事する職員をし

て、必要な調査又は質問をさせることができる。 

再出頭要求 

（虐待防止法第 9条の 2） 

保護者が上記の出頭要求又は立入調査を正当な

理由なく拒み、妨げ、又は忌避した場合におい

て、児童虐待が行われているおそれがあると認

められるときは、当該児童の保護者に対し、当

該児童を同伴して出頭することを求め、児童委

員又は児童の福祉に関する事務に従事する職員

をして、必要な調査又は質問をさせることがで

きる。 

臨検・捜索 

（虐待防止法第 9条の 3） 

保護者が正当な理由なく立入調査に応じない場

合において、児童虐待が行われている疑いがあ

るときは、地方裁判所、家庭裁判所又は簡易裁

判所の許可状により、当該児童の住所若しくは

居所に臨検させ、又は当該児童を捜索させるこ

とができる。 
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（４）児童相談の流れ (※以下は相談の流れのおおまかなイメージです。) 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

※区民にとって身近で開かれた相談機関

として、子ども家庭支援センター（相談

支援グループ）でも相談の受付を行う。 

子ども家庭支援センター 

相談支援グループ 

 

地域での見守り 

★要保護児童対策地域協議会の活用 

★両機関、関係機関と協働・連携による支援 

 

相互連携 

ケース会議 

同行訪問 

対応依頼 

等 

 

 

 

※要保護児童対策地域協議会の関係機関からの通告・相談

先は、原則的に児童相談所が受付を行う。 

 

子ども本人、保護者等 子ども本人、保護者、関係機関等 

受理会議 

施設入所措置等、 

児童相談所の方針

に保護者の同意が

得られない場合 

援助方針会議 

通告・相談受付 

★共有アセスメントツールの活用 

初動対応・方針について組織的に

判断し、両機関の担当調整をスム

ーズに行う 

調査・対応 
・子どもの安全確認 

・事実関係の確認 

・虐待の程度の確認 

・関係機関からの情報収集 

・児童・保護者等との面接 

受理会議 

援助方針会議 

在宅支援 
 

児童福祉司指導 
継続指導 

在宅支援 
・ショートステイなどの在宅生活

を支援するサービスの提供調整 

 

調査・対応 
・子ども家庭支援センターの調査・ 

安全確認などの他、子どもの状況に

応じて法的対応を行う 

例:一時保護 / 立ち入り調査 

  臨検・捜索 等 

里親委託・施設

入所等（措置） 

相   談   終   結 

児童相談所 

通告・相談受付 

家庭裁判所申し立て 

在宅支援 

一時保護 

保護者指導・家族再統合事業 

児童福祉審議会へ

の諮問 
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（５）“オールとしま”による児童相談体制 

「児童相談所」「子ども家庭支援センター」「池袋保健所・長崎健康相談所」

の三機関が核となり、それぞれの専門性を活かした迅速かつ適切な対応を行

います。 

 

豊島区保健所・長崎健康相談所 

健康を守る 
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第２ 令和７年度児童相談所の実績 
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１ 相談の受理状況等 

（１）相談経路別の受理状況※ 

令和７年度の経路別の相談数は、「警察等」からの相談が最も多く、全体の

２５％を超えています。次いで「家族・親族」からの相談と続いています。 

※受理状況：児童相談所で新たに受け付けた相談件数 

 

■相談経路別受理状況                        （件） 

 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

児童相談所 ※  

 

２２５ 

 

 

１０１ 

４６ 

都道府県（児童相談所を除く） ※ ７５ 

市町村 子ども家庭支援センタ

ー等の児童福祉・母子

保健部門 ※ 

０ 

その他 ※ ３ 

保育所 ７ １８ ２９ 

児童福祉施設 ７ ４ ２ 

指定発達支援医療機関 ０ ０ ０ 

児童家庭支援センター ０ ０ ０ 

認定こども園 ０ ０ ０ 

警察等 ３３０ ３０６ ３３５ 

家庭裁判所 １５ １１ １４ 

保健所及び 

医療機関 

保健所 ５ ７ ２５ 

医療機関 １４ １１ １５ 

学校等 幼稚園 ０ ０ ４ 

学校 ５０ ７４ ７４ 

教育委員会等 ３ ６ ２ 

里親・ファミリーホーム ７ ２ ５ 

児童委員 １ ２ ２ 

家族・親族 ２３５ ２１４ ２２９ 

近隣・知人 １０２ ７９ ７２ 

児童本人 １４ ２１ １３ 

その他 １８１ ２５７ ３１６ 

合計 １，１９６ １，１１３ １，２６１ 

※ 令和７年度報告分より計上方法が変更されたため、令和５年度、令和６年度分については、小計を記載。 
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（２）相談内容別の受理状況 

令和７年度の内容別の相談数は、「養護相談（虐待相談）」の相談が最も多く、

全体の約６割を占めています。次いで、「養護相談（その他の相談）」、「障害相

談」と続いています。 

 

■相談内容別受理状況                      （件） 

 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

養護相談 虐待相談 ６９１ ６５２ ７８７ 

その他の相談 ２１７ ２１７ ２１９ 

保健相談 ０ １ ０ 

障害相談 １２４ １００ ９４ 

非行相談 ぐ犯行為等 ２６ ２０ １７ 

触法行為等 １３ １０ １９ 

育成相談 ６５ ６４ ８３ 

その他の相談 ６０ ４９ ４２ 

合計 １，１９６ １，１１３ １，２６１ 
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（３）年齢別の受理状況 

令和７年度の年齢別の相談数は、「０歳」が最も多く、次いで「１３歳」、 

「１歳」、「９歳」と続いています。 

 

■年齢別受理状況                         （件） 

令
和
７
年
度 

年齢 受理件数 年齢 受理件数 

０歳 １１２ １０歳 ６８ 

１歳 ８１ １１歳 ７５ 

２歳 ５６ １２歳 ７６ 

３歳 ６１ １３歳 ８２ 

４歳 ６３ １４歳 ６３ 

５歳 ６２ １５歳 ４８ 

６歳 ７６ １６歳 ４８ 

７歳 ６３ １７歳 ３９ 

８歳 ６６ １８歳以上 ４ 

９歳 ７９ 年齢不詳 ３９ 

※令和６年度より年齢不詳を計上 計 １，２６１ 
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（４）警察からの通告等状況 

  令和７年度の警察から通告は合計３３５件で「身柄付通告」が３８件ありま

した。 

■警察からの通告等状況                      （件） 

※身柄付通告：警察が、一時保護が必要と思われる児童について通告を行うこと 

 

（参考）児童相談所と子ども家庭支援センターの虐待相談受理状況 

令和７年度の虐待相談受理件数は、児童相談所で７８７件、子ども家庭支援

センターで３２０件となっています。 

■虐待相談受理状況                      （件） 

 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

児童相談所 ６９１ ６５２ ７８７ 

子ども家庭支援センター ３７２ ２８４ ３２０ 

 

 

 

（５）外国籍児童の国籍別相談状況 

令和７年度の外国籍児童の相談受理件数は１１５件です。国籍別では、中国

が最も多く、次いでベトナムと続いています。 

 

■外国籍児童の国籍別受理状況                   （件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和５年度 令和６年度 令和７年度 

身柄付通告※ ３３ ４４ ３８ 

書類通告 １３ １３ １８ 

口頭通告 ２８６ ２４９ ２７９ 

合計 ３３２ ３０６ ３３５ 

国籍 令和５年度  国籍 令和６年度 

中国 ３０  中国 ５０ 

ミャンマー １１  ミャンマー １８ 

ネパール ７  ネパール ７ 

マレーシア ６  ベトナム ９ 

ベトナム ６  インド ６ 

フィリピン ６  その他 １２ 

その他 ８  合計 １０２ 

合計 ７４    

 

国籍 令和７年度 

中国 ６０ 

ベトナム １５ 

ミャンマー １２ 

アメリカ ９ 

ネパール ６ 

フィリピン ６ 

その他 ７ 

合計 １１５ 
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（６）外国籍児童の相談内容別受理状況 

令和７年度の外国籍児童の内容別の相談数は「養護相談（虐待相談）」の相

談が最も多く、全体の約６割を占めています。次いで、「養護相談（その他の

相談）」と続いています。 

 

■外国籍児童の相談内容別受理状況                 （件） 

 

 
令和５年度 令和６年度 令和７年度 

養護相談 虐待相談 ５７ ７０ ７２ 

その他の相談 ８ １８ １９ 

保健相談 ０ ０ ０ 

障害相談 ５ ９ ５ 

非行相談 ぐ犯行為等 １ １ １ 

触法行為等 ０ １ ２ 

育成相談 ２ ０ １０ 

その他の相談 １ ３ ６ 

合計 ７４ １０２ １１５ 
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２ 相談の対応状況等 

（１）相談内容別の対応状況※ 

令和７年度の相談内容別の対応件数では「養護相談（虐待相談）」が最も多

く、全体の６割以上を占めています。 

※対応状況：児童相談所で受理した相談のうち、支援方針を決定した件数 

■相談内容別の対応状況                      （件） 

 
※相談１件につき複数の対応を行った場合、複数件を計上。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和５年度 令和６年度 令和７年度 

養護相談 虐待相談 ６５５ ６７９ ７４０ 

その他の相談 ２３０ ２１６ １３２ 

保健相談 ０ １ ０ 

障害相談 １１０ １１７ ９３ 

非行相談 ぐ犯行為等相談 ２８ １３ ２６ 

触法行為等相談 １１ １１ １０ 

育成相談 ４６ ６８ ８７ 

その他の相談 ６９ ４８ ４０ 

計 １，１４９ １，１５３ １，１２８ 
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（２）援助の種類別の対応状況 

令和７年度の援助の種類別対応件数は、「助言指導」が最も多く、全体の６

割以上を占めています。また、「児童福祉施設入所」は２９件、「里親委託」は

２件ありました。 

■援助の種類別の対応状況 

 計 

養護相談（虐待相談） ７４０ 

その他の相談 ３８８ 

計 １，１２８ 

※相談１件につき複数の対応を行った場合、複数件を計上。 

(内訳）                              （件） 

 助言指導 継続指導 
他機関 

あっせん 

児童福祉 

司指導 

市町村 

送致 

児童福祉 

施設入所 

養護相談 

(虐待相談） 
５２７ ５２ ４１ ５１ ５１ １５ 

その他の 

相談(※１） 
１９５ ２６ ２３ ５９ １ １４ 

合計 ７２２ ７８ ６４ １１０ ５２ ２９ 

 里親委託 
ファミリー 

ホーム 

自立援助 

ホーム 

障害児入所 

施設等への 

利用契約 

その他 

(※２) 

養護相談 

(虐待相談） 
１ ０ ０ ０ ２ 

その他の 

相談(※１） 
１ １ １ ３ ６４ 

合計 ２ １ １ ３ ６６ 

※１「その他の相談」は、「養護（その他の相談）」、「保健相談」、「障害相談」、「非行相談」、

「育成相談」、「その他の相談」の計 

※２「その他」は、訓戒・誓約、虐待非該当、特定不能、措置延長、レスパイト・ケア等の計 
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（３）虐待相談の年齢別の対応状況 

令和７年度の虐待相談の年齢別の対応状況は、「０歳」が最も多く、次いで

「８歳」、「１１歳」と続いています。 

 

■虐待相談の年齢別の対応状況                   （件） 

令
和
７
年
度 

年齢 対応件数 年齢 対応件数 

０歳 ６４ １０歳 ３８ 

１歳 ４６ １１歳 ５２ 

２歳 ４０ １２歳 ４８ 

３歳 ４２ １３歳 ４１ 

４歳 ４４ １４歳 ３１ 

５歳 ４２ １５歳 ２７ 

６歳 ４７ １６歳 ２０ 

７歳 ３８ １７歳 １９ 

８歳 ５３ １８歳 ０ 

９歳 ４５ 計 ７３７ 
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（４）虐待相談の種類別の対応状況※ 

令和７年度の相談対応件数のうち、虐待種類別では「心理的虐待」が最も多

く、全体の６割以上を占めます。次いで「身体的虐待」と続いています。 

 

■虐待相談の種類別の対応状況                   （件） 

 ※相談１件につき複数の対応を行った場合であっても、１件として計上。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和５年度 令和６年度 令和７年度 

身体的虐待 １９５ １８９ ２２７ 

性的虐待 ２ ７ ５ 

心理的虐待 ３７８ ３６３ ４１９ 

保護の怠慢（ネグレクト） ８０ １０８ ８６ 

合計 ６５５ ６６７ ７３７ 
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（５）主たる虐待者の状況 

  令和７年度の主たる虐待者は、「実母」、「実父」からが多く、全体の９割以

上を占めます。 

 

■主たる虐待者                          （件） 

 

（６）触法少年の送致状況 

  警察が調査を行い、一定の重大事件に係る触法少年と思料するとき、又は家

庭裁判所の審判に付すことが適当と思料するときには、児童相談所に送致す

ることとされています。令和７年度の送致状況は０件でした。 

 

■触法少年の送致状況                       （件） 

 

 

 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

実父 ２９２ ３００ ３４８ 

実父以外の父親 ２４ １５ ９ 

実母 ３３７ ３４８ ３７６ 

実母以外の母親 ０ ３ １ 

その他 ２ １ ３ 

計 ６５５ ６６７ ７３７ 

 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

ぐ犯 ０ ０ ０ 

触法行為 ０ ０ ０ 
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３ 一時保護の状況等 

（１）一時保護の状況 

令和７年度に豊島区児童相談所で一時保護した児童数は、合計９１人です。

また、他の施設に一時保護を委託した児童数は、合計５３人です。 

■児童の一時保護・一時保護委託児童数                （人） 

  令和５年度 令和６年度 令和７年度 

豊島区児童相談所一時保護所 ９０ ９３ ９１ 

 幼児 １２ １６ １１ 

 学齢 ７８ ７７ ８０ 

一時保護委託 ７３ ７８ ５３ 

合計 １６３ １７１ １４４ 

（参考）他の児童相談所からの一時保護委託の受託状況 

■他の児童相談所からの一時保護委託の受託件数            （件） 

 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

他の児童相談所 ５ １９ １７ 
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（２）相談種類別一時保護の状況 

一時保護児童のうち、５割以上が「虐待」に起因したものとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■相談種類別一時保護の状況                    （人）  
令和５年度 令和６年度 令和７年度 

養護相談 
虐待相談 １１４ ９２ ７９ 

その他相談 １７ ３４ ３５ 

障害相談 ０ ０ ０ 

非行相談 １６ １１ １０ 

育成相談 １２ ２８ ２０ 

保健相談・その他の相談 ４ ６ ０ 

合計 １６３ １７１ １４４ 
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（３）一時保護解除後の状況 

一時保護が解除された児童のうち約６割が「帰宅」となっています。 

 

■一時保護解除後の状況                      （人） 

 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

児童福祉施設入所 １６ １７ ２１ 

里親委託 ３ ７ ３ 

他機関あっせん １６ ６ １７ 

家庭裁判所送致 ０ ０ ０ 

帰宅 ７４ ７１ ７２ 

合計 １０９ １０１ １１３ 

※一時保護先の変更等は件数に含まない 

 

（４）一時保護平均日数の状況 

  退所（解除）児童数 保護日数（延べ） 平均保護日数 

令和５年度 

所内 ９０人 ３,８９６日 ４３.３日 

委託 ６５人 ２,２９２日 ３５.３日 

計 １５５人 ６,１８８日 ３９.９日 

令和６年度 

所内 ８８人 ３,０７１日 ３４.９日 

委託 ８１人 ２,１３３日 ２６.３日 

計 １６９人 ５,２０４日 ３０.８日 

令和７年度 

所内 ９８ ３,７９３日 ３８.７日 

委託 ５２ ２,０１８日 ３８.８日 

計 １５０人 ５,８１１日 ３８.７日 

※「平均保護日数」算出方法…「保護日数（延べ）」÷年度中の「退所（解除）児童数」 
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４ 児童福祉施設等の在籍状況 

令和８年３月末日時点での在籍状況は合計１０１人で、「児童養護施設」が

最も多くなっています。 

 

■児童福祉施設の在籍状況         （令和８年３月末日時点）（人） 

 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

乳児院 １１ １２ １０ 

児童養護施設 ５６ ６０ ５９ 

児童心理治療施設 １ １ ０ 

児童自立支援施設 ０ ０ １ 

里親委託 ２８ ３０ ２８ 

小規模住居型児童養育事業 

（ファミリーホーム）委託 
４ ４ ３ 

合計 １００ １０７ １０１ 
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５ 里親制度 

（１）里親の登録・委託状況 

里親制度とは、保護者の病気や虐待等さまざまな事情で家族と生活ができ

ない子どもを、家庭に迎え入れ、温かい愛情と正しい理解をもって養育する、

児童福祉法に基づいた子どものための制度です。 

令和８年３月末日時点で、豊島区における養育家庭の登録数は２６家庭で

す。 

■登録・委託状況                （令和８年３月末日時点）  
家庭数 委託児童数 

養育家庭 登録里親家庭数 ２６家庭 － 

委託中里親家庭数（児童数） １２家庭 １７人 

養子縁組 登録里親家庭数 １１家庭 － 

委託中里親家庭数（児童数） １家庭 １人 

親族里親 登録里親家庭数 ０家庭 － 

専門養育家庭 登録里親家庭数 １家庭 － 

※養育家庭にファミリーホームを含む。 

 

（２）ファミリーホーム（小規模住居型育児養育事業） 

ファミリーホームとは、一定の要件を備えた養育者の住居において、５人～

６人の子どもを家庭的な環境のもとで養育する制度です。 

令和８年３月末現在、豊島区内では２家庭実施しています。 

 

（３）普及啓発活動の実施状況 

 里親制度の普及啓発及び里親委託推進のため、様々な普及啓発活動を実施

しています。 

 

■主な普及啓発活動の実施状況                   （件） 

 令和６年度 令和７年度 

個別相談会 １０ １０ 

出前講座 １３ ３７ 

養育体験発表会 ２ ２ 
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６ 社会的養育推進計画 

（１）策定の背景 

平成２８年の児童福祉法の改正において、子どもが権利の主体であること

が位置付けられるとともに、子どもの「家庭養育優先原則」が明記されました。

これらをはじめとした児童福祉法の改正を受けて、既存の都道府県推進計画

を見直すこととし、各都道府県が新たに計画を策定するにあたって踏まえる

べき基本的考え方や留意点等をまとめた策定要領が作成されました。これに

より、各都道府県は計画期間（令和１１年度を終期とし、令和２年度から令和

６年度、令和７年度から令和１１年度の２期に区分）における数値目標等を定

めた社会的養育推進計画を定めることとなりました。 

  令和５年２月に児童相談所を開設した当区においても、上記の理念や家庭

養育優先原則に加え、令和４年の改正児童福祉法に対応するとともに、区とし

ての社会的養育のあり方を整理し、区における児童福祉施設のあるべき姿を

明らかにすることを目的として、後期計画の開始時期に合わせて社会適用市

区推進計画を策定することとしました。 

 

（２）計画の概要 

  社会的養育推進計画では、計画の理念のもとに基本方針を定め、その基本方

針を実現するための８つの取組を設定し、具体的な施策を推進します。 

  これらの施策は児童福祉にとどまらず、保健福祉や障害福祉等多くの分野

と関連性を持つものであるため、その実施にあたっては各分野における支援

制度の活用も含めた分野横断的な連携と支援の枠組み作りを目指します。 
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７ 事業 

（１）愛の手帳（療育手帳）の判定件数 

１８歳未満の知的障害児に対して交付する手帳です。東京都愛の手帳交付

要綱に基づき、豊島区児童相談所にて心理判定した後、東京都より交付されま

す。令和７年度の愛の手帳の心理判定件数は、８５件です。 

■愛の手帳に関する心理判定件数                 （件）  
令和６年度 令和７年度 

愛の手帳に関する心理判定件数 ９３ ８４ 

 

（２）夜間・休日電話相談件数※ 

※業務委託 対応時間：平日１７時～翌８時３０分、土日祝日は終日 

■相談内容別受付状況                       （件）  
令和６年度 令和７年度 

養護相談 虐待相談 ９４ １０５ 

身体的虐待 ２５ ４１ 

性的虐待 ３ ２ 

心理的虐待 ５４ ５２ 

保護の怠慢（ネグレクト） １５ １０ 

その他の相談 ２４ １９ 

保健相談 ０ ０ 

障害相談 肢体不自由相談 ０ ０ 

視聴覚障害相談 ０ ０ 

言語発達障害相談 ０ ０ 

重症心身障害相談 ０ ０ 

知的障害相談 ０ ０ 

発達障害相談 ２ ３ 

非行相談 ぐ犯行為等 ０ ０ 

触法行為等 ０ １ 

育成相談 不登校相談 ０ ０ 

性格行動相談 ４７ ５０ 

しつけ相談 ５ ６ 

適性相談 ０ ０ 

その他の相談 ６８９ ８２３ 

合計 ８６１ １，００７ 
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（３）親子のための相談ＬＩＮＥ相談件数※ 

スマートフォンアプリ「ＬＩＮＥ」による相談を受け付けています。 

ＬＩＮＥ公式アカウント名「親子のための相談ＬＩＮＥ」 

※対応時間：平日９時～２３時、土日祝日は９時～１７時 

 

 

 

■親子のための相談ＬＩＮＥ相談件数              （件）  
令和６年度 令和７年度 

虐待通報 １４ ２８ 

児童相談 ８６ ５７ 

その他 ７ ４１ 

合計 １０７ １２６ 

※チャットが成立したものについて集計（返答がないもの、お礼の挨拶等相談にはあたら

ないもの等を除く。） 

 

（４）親子再統合支援事業 

   令和４年の児童福祉法改正により法定事業・制度として位置付けられま

した。この事業は「こどもと親がその相互の肯定的なつながりを主体的に

築いていくこと」を目的としています。こどもの心身の健やかな育ちのた

めには親を含めて家庭ごと支える視点が不可欠であることから、虐待をは

じめとする養育上の問題や課題に直面している家庭の親子関係の修復や再

構築に取り組みます。 

 

 

 

 

 

（５）通学支援事業 

   一時保護中の児童の教育を保障するため、学校に在籍している児童が一

時保護中においても適切な教育を受けられるよう、当該児童の希望を尊重

しながら、その置かれている環境その他の事情を勘案しつつ、通学の支援

を行います。 

 

 

 

【令和７年度 実績】 

保護者カウンセリング  ７６回（２６人） 

児童のトラウマケア  ５９回（ ８人） 

養育スキルアップ  ４５回（１４人） 

 

【令和７年度 実績】 

小学生 ３ 名 

中学生 ３ 名 

高校生 ２ 名 
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８ 専門職の人材育成 

（１）研修 

 高度な専門性を備えた職員の育成のため、職場内のＯＪＴ研修や、職員の経

験年数やスキルに応じた研修の受講による人材育成を行っています。 

研修は、児童相談所で企画・立案した所内研修のほか、特別区職員研修所の

共同研修や、外部機関が主催の専門研修を受講しています。 

 

（２）研修受講実績 

①所内研修                           （人） 

 研修名 受講延べ人数 

5/12 職員のメンタルヘルスについて ３１ 

5/14 子どもの性的虐待への対応 ２８ 

5/19 虐待通告の初動対応 ３４ 

5/19 一時保護の実務 ３４ 

5/19 在宅指導の実務 ３４ 

5/19 施設入所の実務 ３４ 

5/19 33 条、28 条ケースについて ３４ 

5/19 死亡事例から学ぶ ３４ 

5/19 フォスタリング機関の役割・社会的養護と家

庭養護について 
３４ 

5/19 里親制度の実務について ３４ 

5/19 児童心理司との連携 ３４ 

5/19 一時保護グループについて・一時保護所の概

要 
３４ 

6/2 面接の基本 １１ 

6/4 医療相談研修 ５ 

6/9 ＣＡＲＥ研修  ３８ 

6/9 児童福祉審議会について ３０ 

6/9 豊島区の児童相談ネットワークについて ３０ 

6/9 生活保護について ３０ 

6/9 情報提供と移管の全国ルール ３０ 

8/4 性感染症ケースの初動対応 ４７ 

8/21 描画 ８ 

8/27 児童票 5の書き方 ８ 

10/8 ライフストーリーワーク「概論」 ４０ 
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 研修名 受講延べ人数 

10/15 トラウマインフォームドケア研修 ３５ 

11/11 非行ケースの実務 ２９ 

12/4 非行ケースへの対応 ２６ 

12/15 ライフストーリーワーク「実践」 ２０ 

2/13 子どもの権利 ３２ 

3/5 法的対応所見の書き方 ２６ 

3/16 星と波描画テストを学ぶ ８ 

3/18 社会的養護におけるプレイセラピーの実践 １７ 

3/24 戸籍の見方 ２６ 

 
TF-CBT コンサルテーション（6月、10 月、12

月、3月） 

6 月 7 人、10 月 7 人、

12 月 7 人、3 月 6 人 

延べ２７人 

 

事例検討（7月、10月、11月、3月） 

7 月 12 人、10 月 7 人 

11 月 14 人、3月 17 人 

延べ５０人 

 個人情報の取り扱い（6月） １０６ 

 

 

③外部機関等の専門研修 （人） 

 研修名 受講延べ人数 

4/21 一時保護時の司法審査の運用 ４ 

5～1月 面接スキルトレーニング研修 １０ 

5/30、

6/1 

ＣＰＣ－ＣＢＴイントロダクトリー・トレー

ニング 
２ 

6 ～ 11

月 
ＲＩＦＣＲ™研修 ７ 

6/19 スーパービジョン、コンサルテーションオン

ライン研修 
３ 

7/4 精神保健福祉研修：認知行動療法１ ４ 

7/10 精神保健福祉研修：パーソナリティ障害 ８ 

7/11 精神保健福祉研修：トラウマインフォームド

アプローチ 
１ 

7/25 生徒をデート DV 被害者にしないために～生

徒に伝えたい厳選 Tips～ 
２ 
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 研修名 受講延べ人数 

7/29 精神保健福祉研修：思春期・青年期における

問題行動 
６ 

7,12月 WISC-V 知能検査講習会 ４ 

7,12月 児童心理司指導者研修 ２ 

8 月 ＣＣＡＰ版親と子の関係を育てるペアレン

ティングプログラムファシリテーター養成

講座 

１０ 

9 月 ＴＦＴ－アルゴリズム（初級）トレーニング 1 

9/4 子どもの性被害と性問題行動（西日本あかし

オンデマンド） 
２６ 

9/7 田中ビネー知能検査講習会 １ 

9,12月 萩山実務学校 施設内アセスメント研修 ６ 

10/10 性暴力被害の影響(西日本あかしオンデマン

ド) 
２６ 

10/25 虐待被害児診察技術研修 １ 

10/30 Childfirst© 司法面接(5 日間) ５ 

10/31 妊産婦のメンタルヘルスを支え、子供の育ち

を支える 
１ 

10/8,9

11/8,9 
第２回 CVPPP トレーナー養成研修 １ 

11/2 オンライン日本版 Vineland-適応行動尺度

（実施方法編）勉強会 
１ 

11/7 児童福祉施設のために児童精神科医による

研修会 
１ 

11/14  日々の暮らしの中でこどもと共に性を育む

(あかしオンデマンド) 
２８ 

11/15 日本子ども虐待防止学会第 31 回学術集会 

ほっかいどう大会 
６ 

11/25 令和 7年度第 2回 東京都自殺未遂者支援研

修 
２２ 

11/26 傷ついた子供の心と発達 

～地域でできる親子へのサポート～ 
３ 

11/30 オンライン感覚プロファイル勉強会（解釈

編） 
１ 
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 研修名 受講延べ人数 

12/5 ＴＦ－ＣＢＴイントロダクトリー・トレーニ

ング 
３ 

12/6,7 ＵＰＩＤアセスメント研修 １ 

1 月 子ども・専門講座３「乳幼児のこころと子育

て」 
２ 

1 月 所見作成やフィードバックに繋がる P-F ス

タディ 
４ 

1/16 第 109 回 CFJ 研修会「家庭内 Child Torture

という虐待」 
１１ 

1/16 養子縁組あっせん機関等職員研修（応用） ２ 

1/19 大河原美以の講演動画「複雑性トラウマ・愛

着・解離を理解する」 
３５ 

1/31, 

2/1 
遊びを取り入れたプレイセラピーの親面接 ２ 

1,2 月 児童相談所一時保護施設実務者研修 ４ 

2/5 児童相談所設置自治体里親担当者研修 １ 

2/9 虐待防止講演会（豊島病院） ２ 

2/17 令和 7 年度第 6 回臨床セミナー「我々が行

うべき子どもへのアプローチ」 
１ 

2/25 盗撮がやめられない人たち（榎本クリニッ

ク） 
４ 

3/1 第 110 回 CFJ 研修会「少年鑑別所で見る性

加害少年」 
１２ 

3/1 里親バージョンファシリテーター養成講座 ３ 

3/22 児童相談所フォーラム １ 

3/12 2025 年度テーマ別研修「今、死亡事例から

学ぶーこれまでの課題を超えて」 
１ 

3/31 国際プレイセラピー週間オンライン講座「治

癒的遊び～プレイセラピーのエッセンスを

日頃の支援に活かす～」 

８ 

④その他研修  

6/24 外国籍をもつ家庭の状況と支援（子ども家庭

支援センター) 
７

6/30 特別研修 コミュニティーソーシャルワーク ５
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（福祉総務課） 

5/13 LGBTQ＋の視点からの多様性※ ２

5/27 応急手当（小中学生）※ １

7/15 絵本から広がる遊び ※ ２

9/9 発達障害などの困り感をもつ子どもを支える

対応（小中学生）※ 
２

10/28 「体幹づくり」運動遊び※ ２

11/19 不登校児童生徒の支援の在り方※ １

11/19 保育の環境研修※ １

12/10 ことばに遅れのある幼児の理解※ １

12/19 子ども家庭支援センターの役割～児童虐待、

ヤングケアラーほか～※ 
１

1/22 あそびの中に権利あり※ １

2/13 子どもの権利について※ ２

4 月～

2 月 
子ども施設職員普通救命講習※ ７

※ 子ども研修 
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１．相談受付状況

（１）経路別受付状況

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

等
の
あ
あ

児
童
福
祉
・
母
子
保
健
部
門
あ
あ

 
そ

の

他

あ

※1 ※1 ※1 ※1

男 ー ー ー ー 4 4 0 0 0 169 6

女 ー ー ー ー 3 3 0 0 0 161 9

計 7 7 0 0 0 330 15

男 ー ー ー ー 5 2 0 0 0 166 9

女 ー ー ー ー 12 2 0 0 0 140 2

性別
不詳

ー ー ー ー 1 0 0 0 0 0 0

計 18 4 0 0 0 306 11

児童虐待
通告・相談

※2
28 58 0 0 25 0 0 0 0 275 0

その他
※2

18 17 0 3 4 2 0 0 0 60 14

計 46 75 0 3 29 2 0 0 0 335 14

市　町　村

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

児

童

相

談

所

あ

福

祉

事

務

所

あ

※１　令和７年度報告分より計上方法が変更されたため、令和５年度、令和６年度分については、小計を掲載。
※２　令和７年度より計上方法が変更。

家

庭

裁

判

所

警

察

等

認

定

こ

ど

も

園

児

童

家

庭

支

援

セ

ン

タ

ー

指

定

発

達

支

援

医

療

機

関

児

童

福

祉

施

設

225

101

保

育

所
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※2

4 5 0 23 2 7 1 151 49 7 94 640

1 9 0 27 1 0 0 84 53 7 87 556

5 14 0 50 3 7 1 235 102 14 181 1,196

3 4 0 41 5 0 1 133 37 9 122 587

4 7 0 33 1 2 1 81 26 12 135 509

0 0 0 0 0 0 0 0 16 0 0 17

7 11 0 74 6 2 2 214 79 21 257 1,113

24 11 3 68 2 0 1 58 48 9 177 787

1 4 1 6 0 5 1 171 24 4 139 474

25 15 4 74 2 5 2 229 72 13 316 1,261

計

学　校　等
保　健　所

及　び
医　療　機　関

そ

の

他

児

童

本

人

近

隣

・

知

人

家

族

・

親

戚

児

童

委

員

里

親

・

小

規

模

住

居

型

児

童

養

育

事

業

教

育

委

員

会

等

学

校

幼

稚

園

医

療

機

関

保

健

所
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（２）相談内容別受付状況（年齢別）

児

童

虐

待

相

談

そ

の

他

の

相

談

ぐ

犯

行

為

等

相

談

触

法

行

為

等

相

談

0歳 68 33 0 0 0 0 0 11 112

1歳 56 13 0 3 0 0 0 9 81

2歳 42 10 0 0 0 0 0 4 56

3歳 44 8 0 6 0 0 3 0 61

4歳 40 12 0 7 0 0 3 1 63

5歳 43 10 0 6 0 0 3 0 62

6歳 49 14 0 9 0 0 4 0 76

7歳 41 12 0 7 0 2 1 0 63

8歳 53 11 0 0 0 0 2 0 66

9歳 53 18 0 2 0 1 4 1 79

10歳 35 12 0 7 0 4 9 1 68

11歳 48 13 0 3 1 3 5 2 75

12歳 43 8 0 17 0 1 7 0 76

13歳 39 14 0 6 2 8 9 4 82

14歳 33 10 0 11 2 0 7 0 63

15歳 27 6 0 3 2 0 9 1 48

16歳 19 5 0 5 8 0 10 1 48

17歳 18 5 0 2 2 0 6 6 39

18歳以上 0 3 0 0 0 0 0 1 4

年齢不詳 36 2 0 0 0 0 1 0 39

計 787 219 0 94 17 19 83 42 1,261

令
和
７
年
度

養護相談
保

健

相

談

そ

の

他

の

相

談

計

非行相談
障

害

相

談

育

成

相

談
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２
．

相
談

対
応

状
況

（
１

）
相

談
内

容
別

対
応

状
況

児 童 養 護 施 設

乳 児 院

児 童 自 立 支 援 施 設

児 童 心 理 治 療 施 設

障 害 児 入 所 施 設

児
童

虐
待

相
談

5
2
7

5
2

4
1

5
1

0
0

5
1

9
3

1
0

2
0

0
1

0
0

0
0

2
7
4
0

そ
の

他
の

相
談

2
5

9
2

5
4

0
0

0
2

9
0

0
0

0
0

1
1

0
0

0
2
9

1
3
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

8
5

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

4
9
3

ぐ
犯

行
為

等
相

談
1
5

2
6

2
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
6

触
法

行
為

等
相

談
2

1
7

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

6
3

1
3

8
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

8
7

5
0

0
3

0
0

0
2

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
2
9

4
0

7
2
2

7
8

6
4

1
1
0

0
0

5
2

1
3

1
2

2
0

2
0

0
2

1
1

0
0

3
6
6

1
,1

2
8

障
害

相
談

障 害 児 施 設 等 へ の 利 用 契 約

計

指 定 発 達 支 援 医 療 機 関 委 託

措
置

に
よ

ら
な

い
指

導
児 童 福 祉 司 指 導

児 童 ・ 指 導 委 託

児 童 家 庭 支 援 セ ン タ ー

助 言 指 導

継 続 指 導

他 機 関 あ っ せ ん

市 町 村 送 致

市 町 村 指 導 委 託

そ の 他

自 立 援 助 ホ ー ム

小 規 模 住 居 型 児 童 養 育 事 業

（ フ ァ ミ リ ー ホ ー ム ）

育
成

相
談

入
　

　
　

　
　

　
所

法 第 　 条 第 1 項 第 4 号 に よ る

家 庭 裁 判 所 送 致

児
　

童
　

福
　

祉
　

施
　

設

通 所

令 和 ７ 年 度

対
応

件
数

（
年

度
中

）

養
護

相
談

里 親 委 託

そ の 他

児
童

自
立

生
活

援
助

の
実

施

計

そ
の

他
の

相
談

保
健

相
談

非
行

相
談

2
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（２）被虐待児童虐待内容別対応状況（相談経路別）

※ ※ ※ ※

ー ー ー ー 3 1 1 0 0 44 0 0 2

ー ー ー ー 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ー ー ー ー 0 0 0 0 0 229 0 0 2

ー ー ー ー 2 0 0 0 0 25 0 2 2

5 1 1 0 0 298 0 2 6

ー ー ー ー 5 2 0 0 0 45 0 3 2

ー ー ー ー 0 0 0 0 0 0 0 0 2

ー ー ー ー 4 0 0 0 0 175 0 2 0

ー ー ー ー 0 0 0 0 0 32 0 2 5

9 2 0 0 0 252 0 7 9

7 30 1 0 15 0 0 0 0 51 0 11 2

0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

11 9 0 1 4 0 0 0 0 193 0 7 0

5 19 0 0 8 0 0 0 0 22 0 2 5

23 59 1 1 27 0 0 0 0 266 0 20 8

※　令和７年度報告分より計上方法が変更されたため、令和５年度、令和６年度分については、小計を掲載。

医

療

機

関

保

健

所

家

庭

裁

判

所

警

察

等

認

定

こ

ど

も

園

児

童

家

庭

支

援

セ

ン

タ

ー

医

療

機

関

指

定

発

達

支

援

児

童

福

祉

施

設

保

育

所

令
和
７
年
度

身 体 的 虐 待

性 的 虐 待

心 理 的 虐 待

児

童

相

談

所

都

道

府

県

（

児

童

相

談

所

を

除

く

）

市町村

こ

ど

も

家

庭

セ

ン

タ

ー

等

の

児

童

福

祉

・

母

子

保

健

部

門

保健所及び
医療機関

そ

の

他

110

83

保 護 の 怠 慢 ・ 拒 否
( ネ グ レ ク ト )

計

計

令
和
６
年
度

身 体 的 虐 待

性 的 虐 待

心 理 的 虐 待

保 護 の 怠 慢 ・ 拒 否
( ネ グ レ ク ト )

計

令
和
５
年
度

身 体 的 虐 待

性 的 虐 待

心 理 的 虐 待

保 護 の 怠 慢 ・ 拒 否
( ネ グ レ ク ト )
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0 24 1 0 0 1 13 0 0 0 2 0 45 5 6 195

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2

0 10 0 0 1 2 11 0 2 6 3 2 11 3 62 378

0 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 4 2 5 80

0 41 1 0 1 3 24 0 2 7 5 5 60 10 73 655

0 32 1 0 2 0 9 0 3 4 1 3 20 8 8 189

0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 7

0 11 0 0 0 0 4 0 3 15 0 3 9 6 108 363

0 15 3 0 1 0 2 0 0 0 1 0 13 3 13 108

0 60 4 0 3 0 15 0 6 19 2 7 42 18 129 667

2 46 1 0 1 3 8 0 2 6 0 3 13 3 22 227

0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 5

0 21 2 0 0 0 2 0 5 6 2 1 4 4 147 419

0 9 1 0 0 0 0 0 0 0 1 2 3 2 7 86

2 77 4 0 1 3 10 0 7 12 3 6 20 9 178 737

学校など 家族

父

親

そ

の

他

母

親

父

親

児

童

委

員

里

親

・

小

規

模

住

居

型

児

童

養

育

事

業

教

育

委

員

会

等

学

校

幼

稚

園

虐待者本人

計

虐待者以外

そ

の

他

児

童

本

人

近

隣

・

知

人

親

戚

そ

の

他

母

親
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（３）被虐待児童虐待内容別対応状況（主たる虐待者別）

73 7 114 0 1 195

2 0 0 0 0 2

207 17 153 0 1 378

10 0 70 0 0 80

292 24 337 0 2 655

82 5 101 0 1 189

2 2 3 0 0 7

196 7 158 2 0 363

20 1 86 1 0 108

300 15 348 3 1 667

102 3 122 0 0 227

4 0 0 1 0 5

227 6 184 0 2 419

15 0 70 0 1 86

348 9 376 1 3 737

計

身 体 的 虐 待

令
和
６
年
度

令
和
５
年
度

身 体 的 虐 待

性 的 虐 待

心 理 的 虐 待

保 護 の 怠 慢 ・ 拒 否
( ネ グ レ ク ト )

計

計

性 的 虐 待

心 理 的 虐 待

保 護 の 怠 慢 ・ 拒 否
( ネ グ レ ク ト )

実

父

実

父

以

外

の

父

親

実

母

実

母

以

外

の

母

親

そ

の

他

令
和
７
年
度

身 体 的 虐 待

性 的 虐 待

心 理 的 虐 待

保 護 の 怠 慢 ・ 拒 否
( ネ グ レ ク ト )

計
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（４）被虐待児童虐待内容別対応状況（年齢別）

5 0 44 15 64

7 1 35 3 46

2 0 30 8 40

13 0 26 3 42

11 0 29 4 44

13 0 22 7 42

21 0 22 4 47

13 0 19 6 38

25 0 23 5 53

14 0 28 3 45

15 0 21 2 38

22 0 25 5 52

15 0 28 5 48

18 2 19 2 41

15 2 9 5 31

9 0 15 3 27

3 0 12 5 20

6 0 12 1 19

0 0 0 0 0

227 5 419 86 737

１５歳

８歳

令
和
７
年
度

１７歳

１８歳

計

１６歳

１０歳

０歳

１歳

２歳

３歳

１１歳

１２歳

１３歳

１４歳

９歳

４歳

５歳

６歳

７歳

心

理

的

虐

待

保

護

の

怠

慢

・

拒

否

（

ネ

グ

レ

ク

ト

）

計

身

体

的

虐

待

性

的

虐

待
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３．一時保護状況

（１）相談内容別新規入所状況（年齢別）

児

童

虐

待

相

談

そ

の

他

の

相

談

0～5歳 12 0 0 0 0 0 12

6～11歳 44 0 0 0 5 1 50

12～14歳 5 1 0 4 1 0 11

15歳以上 5 0 0 11 1 0 17

計 66 1 0 15 7 1 90

0～5歳 12 4 0 0 0 0 16

6～11歳 26 3 0 0 5 0 34

12～14歳 16 2 0 8 5 0 31

15歳以上 5 0 0 1 6 0 12

計 59 9 0 9 16 0 93

0～5歳 7 3 0 0 1 0 11

6～11歳 23 4 0 0 3 0 30

12～14歳 17 2 0 1 3 0 23

15歳以上 10 0 0 9 8 0 27

計 57 9 0 10 15 0 91

（２）保護人数及び延日数

前年度から
継続

新規入所 合計

12 95 107 4,232 12

（12） (90) (102) （3,896) (11)

9 112 121 4,357 12

（9） (93) (102) (4,000) (11)

14 108 122 4,207 12

（14） (91) (105) (3,793) (10)

年間保護人数
年間保護延日数

（A)
１日平均延日数

（A)/365日

令
和
６
年
度

令
和
５
年
度

令
和
７
年
度

計

養護相談
障

害

相

談

非

行

相

談

育

成

相

談

保

健

相

談

・

そ

の

他

令和６年度

（うち受託児童を除く）

令和７年度

（うち受託児童を除く）

（うち受託児童を除く）

令和５年度
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（３）相談内容別退所状況

※1 ※1 ※2 ※2

6 0 ー ー 4 0 11 66

0 0 ー ー 0 0 1 1

0 0 ー ー 0 0 0 0

0 0 ー ー 12 0 1 15

1 1 ー ー 0 0 1 7

1 0 ー ー 0 0 0 1

8 1 ー ー 16 0 14 90

2 0 ー ー 5 0 15 56

3 0 ー ー 0 0 2 9

0 0 ー ー 0 0 0 0

0 0 ー ー 1 0 1 6

0 0 ー ー 0 0 9 17

0 0 ー ー 0 0 0 0

5 0 ー ー 6 0 27 88

4 0 0 0 6 0 42 0 8 60

2 1 0 0 2 0 4 0 0 9

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 0 0 0 4 0 5 0 0 13

1 0 0 0 5 0 9 0 1 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11 1 0 0 17 0 60 0 9 98

（４）退所児童の保護期間
年 間 退 所 児 童 数

(A)
年間保護延日数

(B)

退 所 児 童 １ 人 当 た り
平 均 保 護 日 数

(B/A)

令和５年度 89 4,995 56

(うち受託児童を除く) (90) (3,896) (43)

令和６年度 107 3,428 32

(うち受託児童を除く) （88） (3,071) (35)

令和７年度 115 4,207 37

(うち受託児童を除く) （98） (3,793) (39)

里

親

委

託

児

童

福

祉

施

設

入

所

計

令
和
６
年
度

保 健 相 談 ・ そ の 他

計

令
和
7
年
度

養護相談

児 童 虐 待 相 談

そ の 他 の 相 談

障 害 相 談

非 行 相 談

育 成 相 談

保 健 相 談 ・ そ の 他

計

養護相談

令
和
５
年
度

養護相談

児 童 虐 待 相 談

そ の 他 の 相 談

自

立

援

助

ホ

ー

ム

入

所

小

規

模

住

居

型

児

童

養

育

事

業

委

託

保

護

者

保

護

者

以

外

の

親

族

帰　宅家

庭

裁

判

所

送

致

他

の

児

童

相

談

所

・

機

関

に

移

送

障 害 相 談

非 行 相 談

育 成 相 談

※１　令和７年度報告分より新設された計上項目。
※２　令和７年度報告分より計上方法が変更されたため、令和５年度、令和６年度分については、小計を掲載。

そ の 他 の 相 談

障 害 相 談

非 行 相 談

児 童 虐 待 相 談

保 健 相 談 ・ そ の 他

育 成 相 談

4

34

計

50

0

8

4

0

45

51

0

4

2

0

0

そ

の

他
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４．保護委託状況

（１）相談内容別新規一時保護委託状況（年齢別）

児

童

虐

待

相

談

そ

の

他

の

相

談

0～5歳 14 12 0 0 0 2 28

6～11歳 30 2 0 0 2 0 34

12～14歳 2 2 0 0 0 1 5

15歳以上 2 0 0 1 3 0 6

計 48 16 0 1 5 3 73

0～5歳 7 13 0 0 0 1 21

6～11歳 11 8 0 0 4 1 24

12～14歳 11 1 0 1 3 0 16

15歳以上 4 3 0 1 5 4 17

計 33 25 0 2 12 6 78

0～5歳 8 17 0 0 0 0 25

6～11歳 4 7 0 0 1 0 12

12～14歳 5 1 0 0 2 0 8

15歳以上 5 1 0 0 2 0 8

計 22 26 0 0 5 0 53

令
和
７
年
度

令
和
６
年
度

令
和
５
年
度

保

健

相

談

・

そ

の

他

計

養護相談
障

害

相

談

非

行

相

談

育

成

相

談
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（２）相談内容別一時保護委託解除状況（対応状況別）

※1 ※1 ※2 ※2

1 2 ー ー 0 0 27 40

3 0 ー ー 0 0 2 16

0 0 ー ー 0 0 0 0

0 0 ー ー 0 0 0 1

2 0 ー ー 0 0 3 5

2 0 ー ー 0 0 0 3

8 2 ー ー 0 0 32 65

4 1 ー ー 0 0 21 38

5 2 ー ー 0 0 10 23

0 0 ー ー 0 0 0 0

0 0 ー ー 0 0 2 2

3 1 ー ー 0 0 7 12

0 3 ー ー 0 0 1 6

12 7 ー ー 0 0 41 81

4 0 0 0 0 0 6 0 11 21

5 2 0 0 0 0 5 0 14 26

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 1 0 3 5

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10 2 0 0 0 0 12 0 28 52

児

童

福

祉

施

設

入

所

令
和
７
年
度

養
護
相
談

児 童 虐 待 相 談

そ の 他 の 相 談

障 害 相 談

非 行 相 談

育 成 相 談

保 健 相 談 ・ そ の 他

計

養
護
相
談

児 童 虐 待 相 談

そ の 他 の 相 談

自

立

援

助

ホ

ー

ム

入

所

小

規

模

住

居

型

児

童

養

育

事

業

委

託

家

庭

裁

判

所

送

致

他
の
児
童
相
談
所
・

機
関
に
移
送

里

親

委

託

保

護

者

以

外

の

親

族

保

護

者

帰　宅 そ

の

他

計

※１　令和７年度報告分より新設された計上項目。
※２　令和７年度報告分より計上方法が変更されたため、令和５年度、令和６年度分については、小計を掲載。

令
和
６
年
度

令
和
５
年
度

育 成 相 談

養
護
相
談

児 童 虐 待 相 談

そ の 他 の 相 談

障 害 相 談

非 行 相 談

育 成 相 談

保 健 相 談 ・ そ の 他

障 害 相 談

計

計

非 行 相 談

保 健 相 談 ・ そ の 他

11

10

21

2

1

0

0

6

12

23

1

0

1

0
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（３）相談内容別一時保護委託解除状況（委託先別）

※ ※ ※

0 7 5 0 0 2 4 7 ー ー ー 15 40

0 1 6 0 0 1 6 1 ー ー ー 1 16

0 0 0 0 0 0 0 0 ー ー ー 0 0

0 0 0 0 0 0 1 0 ー ー ー 0 1

0 1 0 0 0 0 0 2 ー ー ー 2 5

0 0 1 0 0 0 1 0 ー ー ー 1 3

0 9 12 0 0 3 12 10 ー ー ー 19 65

0 5 4 0 0 1 4 11 ー ー ー 13 38

0 1 5 0 0 2 0 8 ー ー ー 7 23

0 0 0 0 0 0 0 0 ー ー ー 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 ー ー ー 2 2

0 1 0 0 0 0 0 7 ー ー ー 4 12

0 2 0 0 0 0 0 2 ー ー ー 2 6

0 9 9 0 0 3 4 28 ー ー ー 28 81

0 3 0 0 0 3 5 0 0 0 0 10 21

0 0 2 0 0 0 1 14 1 0 0 8 26

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 2 0 0 0 2 0 0 0 0 0 1 5

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 5 2 0 0 5 6 14 1 0 0 19 52

保 健 相 談 ・ そ の 他

※　令和７年度報告分より新設された計上項目。

児

童

自

立

支

援

施

設

乳

児

院

児

童

養

護

施

設

警

察

等

医

療

機

関

自

立

援

助

ホ

ー

ム

入

所

小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事

業

委

託

そ

の

他

里

親

そ

の

他

の

施

設

障

害

児

関

係

施

設

児

童

心

理

治

療

施

設

令
和
７
年
度

養
護
相
談

非 行 相 談

そ の 他 相 談

障 害 相 談

非 行 相 談

育 成 相 談

児 童 虐 待 相 談

計

計

令
和
６
年
度

令
和
５
年
度

育 成 相 談

障 害 相 談

非 行 相 談

保 健 相 談 ・ そ の 他

計

育 成 相 談

保 健 相 談 ・ そ の 他

計

養
護
相
談

児 童 虐 待 相 談

そ の 他 相 談

障 害 相 談

児　童　福　祉　施　設

養
護
相
談

児 童 虐 待 相 談

そ の 他 相 談
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５．児童福祉施設等措置状況

（１）児童福祉施設新規措置状況
乳

児

院

児

童

養

護

施

設

心

理

治

療

施

設

児

童

自

立

支

援

施

設

計

令和５年度 28 22 0 1 51

令和６年度 20 14 0 0 34

令和７年度 12 10 0 2 24

（２）児童福祉施設措置状況（年度末時点）
乳

児

院

児

童

養

護

施

設

心

理

治

療

施

設

児

童

自

立

支

援

施

設

計

令和５年度 11 56 1 0 68

令和６年度 12 60 1 0 73

令和７年度 10 59 0 1 70

（３）里親委託状況

年度末時点
里親委託率

令和５年度 32%

令和６年度 32%

令和７年度 31%

６．事業実施状況

電話相談受付状況
令和５年度 令和６年度 令和７年度

男 291件 262件 332件

女 637件 599件 675件

計 928件 861件 1,007件

夜間・休日
電話相談

10 30

※里親委託率＝里親・ファミリーホーム委託児童数/(乳児院・児童養護施設入所児童数
+里親・ファミリーホーム委託児童数）

新 規 委 託 児 童 数
年 度 末 時 点
委 託 児 童 数

7 28

5 28
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